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母親としての自分の発達的側面に対する「ものの見方」

―親の「育ち」を捉えるための一考察―

今　井　麻　美＊

How Does Mother See Her Developmental Part as Parent ? :

A Study on Grasping “Growing” as Parent

IMAI Asami

abstract

The purpose of this study was to clarify how we grasp the phenomenon of “growing” of parent have 

preschoolers.  To examine the maternal perspective on her developmental part as parent, it was focus 

on how mother make meanings of her experiences of her child's preschool enrollment. The data were 

collected by semi-structured interviews.

 Most of mothers told about their own “growing”.  But the narratives about it were different from 

between the mother of first-born child and the mother of second-born child.  The mother of first-

born child told about her own “growing” through her experiences of her child's preschool enrollment.  

On the other hand, the mother of second-born child had the perspective on “growing ” as parent 

and told about it.  These results suggested that the perspective on her developmental part as parent 

was constructed through accumulation of experiences that mother realize her own “growing ”.  

Consequently, when we grasp the phenomenon of “growing ” as parent, we must not ignore the 

phenomenon that mother realize her own “growing”.  From the viewpoint of adult development in 

developmental psychology, it is not appropriate to grasp the phenomenon of “growing” of parent have 

preschoolers.

Key Words : growing as mother, development as mother, maternal perspective, child's preschool 

enrollment, narrative

Ⅰ　問題と目的

最近の幼児教育、保育の分野において、「親の育ち」1)というトピックは、子育て支援の枠組みの中でよく耳に

する。子どもの健やかな育ちを保証するためには、子どもと共に親側も「育つ」必要があるという立場から、「親

の育ち」に関する言及がなされているようである2)。「幼児教育振興プログラム」（文部科学省，2001）では、幼稚

園が「親と子の育ちの場」としての役割や機能を一層発揮するために、幼稚園における子育て支援の充実が謳わ

れている。しかし、幼稚園が子どもだけでなく親にとっても「育ちの場」となりうるためにはどのような取り組

みが必要とされるのか、という議論はいまだ十分ではない。そもそもどう支援するのか、という以前に、親が「育
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つ」とは、どういった現象を指すのかという問いに答える共通の見解はいまだ提出されていない。従って、幼稚

園が親にとっても、「育ちの場」となるためには、幼稚園児を持つ親が「育つ」という現象そのものをどう捉え

ていけば良いのか、という本質的な議論が必要だと考える。そこで、子育てにおける親側の変化への関心が高

まっている発達心理学の分野に目を向けてみたい。

　近年の発達心理学においては、子どもの育ちにとっての説明変数として親を捉えるのではなく、子どもとの相

互作用を通して、親側も変容、発達を遂げていくという発達主体としての親に関心が向けられるようになってき

ている（坂上，2003）。国内の研究で言えば、親になったことにより起こる人格的・社会的な行動や態度の変化

を調査した柏木・若松（1994）や、親になるプロセスを縦断的に質的な方法で丁寧に記述した氏家（1996）が

先駆的な研究と言え、その後も、発達主体としての親に焦点を当てる試みは、蓄積されている。しかし、それら

の多くは親の「発達」、親としての「適応」という文脈に乗せて議論しているものの、親の「発達」とは何を指

すのか明確に答えてはいない。氏家（1996）は、子育ての中で適応課題（子どもの発達的変化やそれに伴う生活

の変化など）が生じたときに、自らの行動＝感情＝思考システムを調整し、組織化することを、親の「発達」と

して捉えており、子どもの反抗期の到来に伴う母親の発達を探求した坂上（2005）も、同じ立場に立っている限

りである。

では、研究者が「発達」や「成長」という言葉で捉えようとしている自らの変化を、親自身はどのように捉え

ているのだろうか。本研究では、この問いを出発点にして、幼稚園児を持つ親が「育つ」という現象をどう捉え

ていけば良いのかという、支援への手立てを考える以前に議論すべき問いへアプローチしていきたいと考える。

そこで、本研究では、「発達」や「成長」と言われる自身の発達的側面に対して母親が有する「ものの見方」に

着目したい。菅野・岡本・青木・石川・亀井・川田・東海林・高橋・八木下（2009）は、母親の子どもや子育て

についての見方を、母親たちの「ものの見方」と定義し、その内容と変化を詳細に記述している。母親たちの「も

のの見方」は、子育ての中で実践的な関心に基づいて、母親自身によって生み出される観念であるため、科学的

根拠の有無を問わず、それ自体として意味のあるものである（澤田・鹿島・南，1992）。本研究では、母親自身

が子育てを実践する中で生み出していく、自身に対する素朴な発達観とも言える、母親としての自分の発達的側

面に対する「ものの見方」に着目することとする。

さらに、自身の発達的側面に対する母親の「ものの見方」を浮かびあげるための「方法」として、子どもの幼

稚園入園という経験に対する母親の意味づけに焦点を当てる。この母親の意味づけに着目するのは、以下の作

業仮説に依っている。幼稚園入園とは、子どもにとっても、親にとっても、「生態学的移行」（Bronfenbrenner，

1996）である。「生態学的移行」とは、生涯を通じて生じる役割または行動場面の変化のことであり、幼稚園入

園という出来事もその一つである。さらに、「生態学的移行」とは、必然的に役割の変化を引き起こすために、

人間の発達にとって重要であるとBronfenbrenner（1996）は述べている。従って、子どもの幼稚園入園という

経験を自らの成長や発達の機会と意味づける可能性が予測でき、自身の発達的側面に対する母親たちの「ものの

見方」を浮かびあげることができるのではないかと考えた。

以上を踏まえ、本研究の具体的検討内容を以下に示す。まず、母親は、子どもの幼稚園入園という経験と自ら

の「成長」とを結び付けて語るのかどうかを確認する（研究１）。もし、結び付けて語られていれば、母親が持

つ自身の変化についての「ものの見方」を捉えるための「方法」として、子どもの幼稚園入園に対する母親の意

味づけを用いることが妥当であると判断することができる。

結果的に妥当であると判断したため、研究２では、具体的な語りから、母親自身が持っている自身の「成長」

に対する「ものの見方」を解釈していきたい。その際、親としての歴史が異なる者として、第一子の母親と第二

子の母親の語りを比較しながら、解釈していくこととする。本研究は、親が「育つ」という現象へアプローチす

るための「方法」として、子どもの幼稚園入園という出来事へ焦点を当てており、子どもの入園そのものを経験

したことがあるか否かという点は、第一義的な意味を持たないからである。第一子の母親と第二子の母親との間

には、親としての歴史の中で培われた経験値の違いが存在し、その違いは母親たちが有する「ものの見方」に反

映されるだろう。従って、両者の親としての歴史を重ね合わせてみることによって、横断的な資料ではあるが、

母親たちが有する自らの「成長」に対する「ものの見方」の変容を見て取ることができるのではないかと考えた。

以上の検討を通して、本研究から得られた結果と発達心理学における親の「発達」に関する先行研究とを合わせ
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て、幼稚園児を持つ親が「育つ」とはいかなる現象を捉えていけば良いのかという問いに向けて考察を行うこと

が本研究の目的である。

Ⅱ　方法

調査方法と手続き

質的な研究方法であるインタビュー調査を行った。インタビュー調査は、行動や感情、あるいは人々が自分

のまわりの世界をどう解釈しているかなどが観察できないときに必要となる（Merriam，2004）。また、インタ

ビュー調査を補完する目的で、協力者の属性、子育て観、夫の家事育児サポートについて問う質問紙調査を行っ

た。本研究では、インタビュー調査の結果のみ報告する。

調査を行うにあたって協力を得られた３園の幼稚園の園長を通して、協力者を募った。３園の幼稚園に協力を

依頼したのは、ある程度の協力者数を確保したかったためである。日程などの具体的な手続きに関しては、筆者

が直接連絡をとった。調査では、主に入園時、調査時における子どもの様子・母親の生活・親子の関わりに関す

る質問、保育者との関わりに関する質問、他の親子との関わりに関する質問を含む、半構造化インタビューを筆

者が行った。協力者間でインタビュー内容をある程度統一するため、具体的な質問項目を作成し、それをガイド

としてすすめ、会話の流れに応じて質問する順番や内容は柔軟に変化させた。インタビュー調査では、被面接者

との温かい親和的で信頼のおける関係すなわちラポール形成が大きな課題である（中澤，2000）。調査時におい

て、筆者と協力者は初対面という間柄であったため、インタビュー内容を質問する前に、まず協力者が安心して

話しやすいと感じられる場を作ることを心掛けた。インタビューの前半に母親自身に関する話題よりも、子ども

に関する話題から質問し始めることで、それ以降の会話も弾むという筆者の経験から、子どもに関する話題から

質問を始めた。誘導的な質問や母親の子育てが評価されているような感じを抱かせないことにも終始留意した。

調査時間は30分から１時間程度行った。会話内容は、録音しても良いという了承を得た上で、ＩＣレコーダーに

録音した。また、個人のプライバシーを十分配慮することを約束した上で、調査結果を論文化することに対して

了承を得た。

協力者

東京都内にある私立幼稚園に通う子どもを持つ母親18名である。しかし、時間の都合上、分析対象とする質問

が丁寧にできなかった２名を分析対象から外し、本研究では、16名から得られた語りを対象とする。協力者の属

性は、以下の通りである。母親の年齢は、平均36.4歳。３名（自営業２名、内職１名）を除き、専業主婦であった。

学歴は、大卒11名、専門学校・短大卒４名、高校卒１名。本研究で対象とする協力者の子どもは、年少児であっ

た。子どもの出生順位は、第一子が８名、第二子が８名。家族形態は、３名を除き核家族であった。協力者の子

どもが通う幼稚園は、親の送り迎えと弁当持参が決められていた。また、預かり保育などもあり、親のニーズに

応えつつも、子どもに手をかける部分はかけてほしいという願いを持つ園と位置付けられる。

調査時期と場所

2008年６月下旬から７月上旬に調査を実施した。この時期は、入園してから約３カ月経った時期であり、子ど

もも母親もある程度幼稚園生活に慣れてくる時期だと考えられた。従って、入園したばかりの頃よりも、幼稚園

入園という出来事を落ち着いて振り返ることができる時期だと予測し、この時期に調査を行った。入園児が通う

幼稚園の空いている一室を借りて、調査を行った。

分析対象とする語り

本研究では、「あなたにとってお子さんが幼稚園へ入園されるという出来事はどのような出来事だったと思い

ますか」という質問を行い、この質問に対する語りを分析対象とした。手順としては、まず、入園時、調査時に

おける子どもの様子・母親の生活・親子の関わりに関する質問、保育者との関わりに関する質問、他の親子との

関わりに関する質問を行った。これらの質問によって、子どもが入園してからの３ヶ月間の具体的な経験の振り
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返りが促されるのではないか、と考えたためである。そして、最後に、分析対象とする質問を行った。子どもの

幼稚園入園という出来事は、幼稚園生活を送るために生活スタイルが変化することや、保育者やほかの親子と出

会う経験など複層的な経験である。従って、分析対象以外の語りも、子どもの幼稚園入園に対する母親の意味づ

けとして捉えることもできる。しかし、子どもが入園してからの具体的な経験の振り返りの後に語られた語りは、

母親にとって、印象的な出来事であり、意味の大きなことであったと考え、この語りを分析対象とした。なお、

本研究の協力者は３園の幼稚園に分散しているが、幼稚園ごとの違いは特に見いだされなかったため、まとめて

分析対象とすることとした。

分析方法（研究１）

「あなたにとってお子さんが幼稚園へ入園されるという出来事はどのような出来事だったと思いますか」とい

う質問に対する語りからカテゴリーを生成した。カテゴリー生成にあたっては、ＫＪ法を援用した。以下に筆者

が行った分析の手順を示す。①調査でのすべての会話内容は逐語記録化した。②分析対象とする語りの中でも、

母親にとっての子どもの幼稚園入園の意味について語られている部分を抽出し、そこに適宜ラベルを与えた。そ

の後、各ラベルの類似性と相違性に従い分類し、カテゴリーを生成した。③カテゴリーが生成されたら、もう

一度逐語記録に戻り、カテゴリーの内容が母親の語りと乖離していないかどうかを確かめた。さらに、各カテゴ

リーへの言及の有無を個人別にまとめる作業の中で、もう一度カテゴリーと逐語記録との整合性を確かめた。分

析対象とした語りは、最終的な質問に対する語りであったため、それまでに語られていたことと重複する内容で

もあった。そのために、母親は繰り返しを避けるため、簡略に語ることもあった。そのような場合には、この質

問以前の語りを補足資料として解釈する際の参考にした。

Ⅲ　結果と考察

表１　生成されたカテゴリーとその説明

カテゴリー カテゴリーの内容説明

自身の成長 子どもの幼稚園入園に伴い経験された具体的な出来事が、自身の成長や勉強のきっか
けとなったことに関する語り

節目 子どもの幼稚園入園が母親自身にとっても、節目となったことに関する語り

ステップアップ 子育てや生活全般が入園前とは異なる新たな段階へ入ったという語り

生活の展望 家事や子育て以外の自分の時間ができる、など今後の生活や生き方が変化していくこ
とを展望する語り

母親としての
展望 母親としての新たな役割や母親としての役割が変化していくことを展望する語り

子離れ・親離れ 子どもの幼稚園入園とは、子離れ・親離れの一歩だったという語り

幼稚園生活の展望 幼稚園という場へ子どもが入園することによって、親子の世界が広がる、
行事を楽しむなど親子にとっての幼稚園生活を展望する語り

表２　カテゴリーへの言及の有無

協力者　 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

子どもの出生順位 １ １ １ １ １ １ １ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

自身の成長 ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

節目 ○ 　 　 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○

ステップアップ 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　

生活の展望 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 ○ 　 　 　

母親としての展望 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 　 　 　

子離れ・親離れ 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 ○ ○ 　

幼稚園生活の展望 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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研究１

研究１の目的は、母親は、子どもの幼稚園入園という経験を自らの「成長」と結び付けるのかどうかを確認す

ることである。そのために、子どもの幼稚園入園という経験をどのような経験として意味づけるのかという視点

から、対象とする語りを分析した。分析方法は、前述したとおりである。生成されたカテゴリーとその説明につ

いては、表１にまとめた。

表２は、各カテゴリーへの言及の有無を個人別にまとめたものである。表２の出生順位の欄の「１」は第一子

の母親、「２」は第二子の母親を示している。表２からは、第一子の母親と第二子の母親とでは、各カテゴリー

への言及の傾向が異なっていることがわかる。第一子の母親は、〈自身の成長〉へ言及している者が多い。また、

〈節目〉も、自身にとっての成長にとって良い節目という意味で語られており、〈自身の成長〉とともに語られる

ことが多かった。それに対し、第二子の母親は、〈ステップアップ〉へ言及している者が多い。さらに、〈生活の

展望〉、〈母親の展望〉は、〈ステップアップ〉とともに語られることが多かった。これらのカテゴリーにまとめ

られた語りは、母親自身が自らの発達的側面を言い表していると解釈された。つまり、これらの語りは、第一子

の母親と第二子の母親とでは、質的な違いがあるものの、自らの「成長」に対する「ものの見方」が反映されて

いると考えられた。従って、本研究ではこれらの語りを母親自身の「成長」に対する「ものの見方」が反映され

ている語りと捉え、以下では具体的な語りをもとに、考察を進めて行くこととする。

研究２

研究２では、母親たちの自身の「成長」に対する「ものの見方」を明らかにするために、母親自身が語る自ら

の「成長」についての具体的な語りを解釈していきたい。

１）第一子の母親による自らの「成長」についての語り

第一子の母親が語る自らの「成長」のきっかけとは、子どもと離れること（Ｅさん）、保育者やほかの母親と

の関わり（Ｂさん、Ｅさん）、環境移行を乗り越えること（Ｄさん）、変化した子どもの姿（Ｂさん、Ｃさん）で

あった。ここでは、ＥさんとＢさんの語りを取り上げてみたい。

Ｅさんの語り

いろんな気づきがありました。私にとっても。子どもばっかり責めてたところってあるんですよ。（中略）

私の考えを変えれば子どもも変わってきたんですよね①。それに気づくまで。（中略）一対一だと自分も

見えない、子どもも見えない②だったんですけど、離して、距離をおくことによって③、冷静にもなれ

るし、いろんなご意見もいただけて④、いろんな気づきがあったおかげで…。

Ｅさんは、「気づき」のきっかけとして、まず、子どもと離れること（下線②、③）を挙げている。子どもと

離れることによって、Ｅさんは、「子どもっていうよりも、人間として見られるようになりましたね」と語って

いる。このように、子どもとの間に「距離」ができることによって、子どもの姿も、自分自身の姿（下線②）も、

一歩引いて「見える」ようになったようである。　　　

Ｅさんが、もう一つ自らの「気づき」のきっかけとして挙げているのが、幼稚園で出会う保育者やほかの親か

ら意見をもらうこと（下線④）であった。Ｅさんは、保育者やほかの親から意見をもらうことで、「実は全然子

どもにとって良くなかったこと」に気づいたり、「うちもそうなんですよ」と言われて、「ほっとする部分」があっ

たと語っていた。また、「気づき」の内容は、子どもに変化を求めるのではなく、自らの考えや自らが変わるこ

とによって、子どもが変わるということであった（下線①）。
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Ｂさんの語り

子どもが頑張っているんですよね、一生懸命、一生懸命大きくなろうとしてて、子どもがいない時って

自分だけじゃないですか。で、当たり前だけど、自分のことだけ考えて、その子のために頑張るってい

うのが、考え方が変わってきますよね、子どもの姿見て⑤。気が付いたら、自分も成長したのかなって。

Ｂさんは、幼稚園へ通い成長した子どもの姿を見て、子どものために頑張るという考え方が変わってきたこと

について語っている（下線⑤）この点に関しては、インタビューの随所で語られていた。例えば、身辺のことを

自分でできるようになってきた子どもの姿を見て、「私がちょっと離れなきゃいかないなって。一歩下がって見

守る態度ができていなかったんですよね」と語ったり、子どもと関わる上で心掛けていることとして、「親があ

あなさい、こうしなさいは、除々に引っ込めていかなきゃいけないのかな」と語っていた。このように、成長し

変化しつつある子どもを目の当たりにすることで、子どもに対する自らの関わり方を変えなければならないこと

に気付いたことを、自らの成長に結び付けて語っていた。このように、子育ての中で、具体的な関わり方や子ど

もに対する姿勢を変えるなど、親の側が変わっていくことの必要性に気づいたことは、Ｅさんの気づきとも共通

すると考えられる。

２）第二子の母親による自らの「成長」についての語り

まず、第二子の母親が語る自らの「成長」についての語りを提示する。

Ｊさんの語り

ちょっと一段階進んだっていう感じ①。子育てが卒業ってわけじゃないんですけど。子育ての次のステー

ジに移ったかな②って。一番下の子が入園するってことで、安心するっていう部分もあったし、逆にこ

れからが本番だぞ③っていうのもあるし、子育ては変わっていくんだなっていう区切り④でしたね。

Ｋさんの語り

育児をしていく上での一つのステップアップ⑤ですよね。通り道。これによって、何が変わるっていう

わけじゃないけど、これを経て、少しずつ例えば、こっから少しずつ自分の時間ができる⑥とか、彼女

たちが外に出ることによって、冷静に見れたり⑦。（中略）育児をしていく上での一つの過程にしか過ぎ

ない。

Ｌさんの語り

うちは、３人子どもがいても、一人しか集団に入っていなかったので、それが集団に入るってことで、

ママも本格化してきたなっていうか。これからだなっていうか⑧。スケジュール管理にしても…（中略）

いっちょまえのママの生活⑨になってきたかな。

子どもの幼稚園入園という出来事は、「ちょっと一段階進んだっていう感じ」（下線①）、「子育ての次のステー

ジに移った」（下線②）、「育児をしていく上での一つのステップアップ」（下線⑤）、「どんどん変わっていく最初

の一歩」（Ｉさん）と語られていた。このことから、第二子の母親たちは、幼稚園入園という出来事を未来志向的

にこれからも続いて行く子育てプロセスの一文脈として捉えていることがわかる。また、子育ては、子どもの育

ちと共に変化していくという、子育てに対する母親たちの「ものの見方」が表れていると考えられる。それは、「子

育ては変わっていくんだなっていう区切り」（下線④）という言葉に端的に表れている。

さらに、変化していく子育てと共に変化する母親としての自分に対する「ものの見方」も表れている。「これ

からが本番だぞ」（下線③）、「ママも本格化してきたな」「これからだな」（下線⑧）というように、今までとは違

う母親としての自分を展望したり、「彼女たちが外に出ることによって、冷静に見れたり」（下線⑦）というように、

子どもと離れることで子どもの見方が変わっていく、という具体的な変化も展望していた。第二子の母親は、子

どもの育ちと共に、子育ても、母親としての役割も変わっていくという自らに対する「成長観」を持っていたの
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ではないかと考えられる。

３）母親の自らの「成長」に対する「ものの見方」

自らの「成長」に関する語りは、第一子の母親と第二子の母親とでは質的に異なっていた。第一子の母親は、

子どもの幼稚園入園に伴う具体的な経験を通して、自らが “実感” した「成長」について語っていた。一方、第

二子の母親の語りは、子どもの育ちと共に、子育てや母親としての自分も変化していくという、時間的展望を

持った自らに対する「成長観」を説明する語りであった。だからこそ、幼稚園入園という子育てや母親としての

自分にとっての「区切り」を経ることによって、母親として新たな段階へ到達し、自らが変わっていくことを自

明のことのように展望していたのだと考えられる。山口（1997）は、母親たちは、「子どもを産むことを出発点

として、子どもの発達に並行する形で母親も発達し続け、いつの間にか一人前の母親になっている」という自ら

に対する「漸進的な発達観」を持っているという。第二子の母親たちは、山口（1997）が言う「漸進的な発達観」

を持っていたと考えられる。

以上を踏まえ、第一子の母親と第二子の母親の語りから両者の親としての歴史を重ね合わせてみると、横断的

な資料ではあるが、母親たちの自らの「成長」に対する「ものの見方」の変化を見て取ることができる。第一子

の母親は、きっかけは様々であっても、子育ての中で親側が変わっていくことへの「気づき」が語られており、

その「気づき」に気づいた自分を「成長」したと感じていたと解釈できる。この「気づき」は、第二子の母親が

持つ「成長観」の萌芽とも言えるのではないだろか。つまり、子育ての中で子どもに対する自らの姿勢など親側

が変化していくことへの「気づき」の積み重ねによって、第二子の母親が持つ自身に対する「成長観」が構築さ

れるのではないかと考えられる。このような「成長観」を持てなければ、変化していく子どもや生活全般の中で

葛藤が生まれてしまい、子どもの育ちにとっても母親自身にとっても、健全な状況ではなくなってしまうだろう。

従って、この自らに対する「成長観」は、子育てにおいて重要な意味を持つと考える。

Ⅳ　総合考察

以下では、本研究で示された結果と発達心理学における親の「発達」に関する先行研究をあわせて、幼稚園児

を持つ親が「育つ」とはいかなる現象を捉えていけば良いのかという問いに向けて考察を行っていく。

　親の「発達」に関する先行研究では、子どもの誕生や子どもの発達的変化、それに伴う生活の変化に「適応」

する「手段」として、新たな行動＝感情＝思考システムを再組織化（氏家，1996; 坂上，2006）したり、ものの

見方を変化（菅野ら，2009）させていく母親の姿が描かれてきた。つまり、自己のあり方や生活構造の破綻に直

面し、一時的な混乱を経て、再び安定した自己のあり方が形成されていく（南，1995）という成人期の発達観を

基盤に母親の「発達」が捉えられてきたと言えるだろう。その結果、母親の自己の在り方や母親を取り巻く生活

構造を揺るがす危機を母親の「発達」の契機として捉えることとなり、研究者の目は、子どもの発達的変化とそ

れに伴う生活面の変化に向くこととなった。それは、乳児期や反抗期の子どもを持つ親ばかりを対象とすること

を意味し、子どもとの関係の中で「発達」する母親というかなり限定的なパラダイムを有することなった。

　しかし、このようなパラダイムで、幼稚園児を持つ親が「育つ」という現象を捉えることは十分でないことが

本研究の結果から示された。まず、本研究の第一子の母親が語る「成長」は、子どもの発達的変化やそれに伴い

生活構造が混乱し、その混乱へ「適応」した結果ではない。そのきっかけは、子どもと離れることや保育者やほ

かの親と関わることなどであった。これらの子どもの幼稚園入園に伴う経験も、一見すると子どもの発達的変化

とそれに伴う生活の変化と捉えられるかもしれない。しかし、これらは子どもの行動パターンが根本的に変化す

ること（氏家，1995）を起点にして起こった生活構造の変化ではない。変化した子どもを目の当たりにすること

で「気づき」を得た母親もいたが、子どもの行動パターンが根本的に変化したと言えるほど、劇的な変化を経験

していたとも言い難い。むしろ、親子共々幼稚園という社会的なシステムの中に取り込まれていった結果の「成

長」だったと解釈できる。例えば、子どもの幼稚園生活は親と子どもが離れることを自明のこととして展開され

ている。今や疑いようのないこのシステムの中にも、母親が「成長」する機会が埋め込まれていることが示され

たと考えられる。つまり、母親が「成長」する機会は、子どもとの関係に留まらず、家族においても、それを
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取り巻く他者や社会的なシステムの中に埋め込まれている。このように、子どもや家族の中においてのみ母親が

「育つ」わけではないからこそ、幼稚園という場が親にとっても「育ち」の場となりうることが期待されている

のだろう。

　また、新たな行動様式を身につけるなど、行動主義的に母親の「発達」を捉えてしまえば、本研究の第一子の

母親が語る「気づき」は抜け落ちてしまう現象であろう。しかし、第一子の母親が語った小さな「気づき」は、

その時点においては、「発達」と呼べるほど大きな変化を伴わないにしても、単に一時的な現象ではなく、もっ

と持続的で積極的な発達的意味を持つ（氏家・高濱，1994）のではないかと考える。それは、本研究の結果から

言えば、自らが「成長」する実感や小さな「気づき」は、子どもの育ちと共に母親としての自らも変化していく

という「成長観」を持つことへつながる可能性が考えられるからである。つまり、この結果は、出発の「発」と

到達の「達」を合成してできあがった「発達」、すなわち起点と終点の間の直接的な時間軸が前提とされた「発達」

（浜口，1996）という概念で、母親の諸変化を捉えようとすることの限界を意味しているのかもしれない。起点

と終点を重視するからこそ、目に見えやすい形として現われる起点として、親の自己の在り方や生活構造を揺る

がす時期へ目を向けることとなり、新たな行動様式の獲得など行動主義的な結実の終点へと焦点化する。その結

果、第一子の母親が語る「成長」のような小さくても大切なことと考えられる現象を取りこぼしてしまうことと

なる。保育者は、小さな出来事は、積み重なることで、「変わった」と実感できるような変化になるという経験

に支えられて、日常の保育の中で起こる子どもの小さな変化を大切にし、小さなことの大きな意味を大切にして

いる（守永・保育を考える会，2001）。このような視点を持ちえて、親の「育ち」を捉えることによって、今ま

で取りこぼされてきた現象を掬いあげることができるのではないかと考える。さらに、このような視点を持つこ

とは、幼稚園だからこそできる親の「育ち」を支える関わりを見出すことへつながると考える。

　最後に今後の課題について述べる。今後は、本研究が提示した視点から親の「育ち」を捉える実践的な研究を

蓄積していくことが重要である。本研究の段階においては、示唆的なレベルに留まっているが、子どもと離れる

ことや、保育者やほかの親と関わることは、この時期の母親の「育ち」にとって意味のあることのようである。

今後は、この時期の母親にとって、子どもと離れることや、保育者やほかの親と関わることが、どのような意味

があるのかを検討していく必要があるであろう。幼稚園という場が親にとっても「育ちの場」となりうるために

有効な試みであると考える。

註

（１）本研究の「育つ」「発達」という用語は、基本的に引用元の表記に倣って表記している。本研究の結論として示した通り、本研究は

従来の「発達」という見方を相対化する立場であるため、引用部分以外においては、「育ち」という用語を用いている。

（２）例えば、「保育学研究」第45号第２巻における保育フォーラム（p163-265）では、親も子どもと共に育つことが健やかな子どもの育ち

を保障するという前提のもと、「親も共に育つ子育て支援とは」というテーマが議論されている。
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